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 In the Soviet Union, in the 1960s after Khrushchev’s “Thaw”, when repression was re-
laxed to a certain extent, poets singing and playing the guitar gained great popularity. Thanks 
to tape recorders that appeared at that time their songs spread quickly (known as magnitizdat), 
were loved and sung by many people. There were various themes such as those based on labour 
camps, love and death, war and so on. 
 This paper describes this phenomenon in the Soviet era and discusses what it meant in 
the Russian cultural scene. The most significant feature of bards (minstrels) is that they set mel-
ody on their own poems, sing and play the guitar themselves. Poetry(=word) is more important 
than melody (=music).
 Among the bards of the 1960s, Alexandr Galich wrote anti-Soviet poems and was exiled. 
Bulat Okudzhava sang about irreplaceable life, about love of “little people”. The bards were 
rarely permitted to record their songs, because of their political nature, but their songs were 
necessary like air for life in a tough Soviet era. The famous actor and singing poet Vladimir 
Vysotsky belonged to the same generation as John Lennon. During this period, opposition-ori-
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ジャワは、エフトゥシェンコのように大仰な仕草で観衆を熱狂させるのではなく、深く胸に沁みる控えめでもの静かな歌い方で聴く人の心を魅了する。最後のリフレインでは、会場全体がひとつになって、やはり少し控えめに唱和する。それは、オクジャワの歌が 々 ものになっていたことを見事に視覚化したシーンだ。歌われ いるのは「センチメンタル・マーチ」 。











































う言葉はどうしても英米の音楽シーンを連想させるコノテションが強いため、二十世紀後半 ソ連で沸き起こったこの文化現象を表す のと 用いる はためらわれる。それより
〈図 1〉  オクジャワ
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“Songs became our air to breathe” — Author Song Culture in the 1960s, NUMANO Kyoko
トはテープレコーダーによる音源の無検閲の複製だ。もちろん「地下出版」とはいってもコピー機が自由に使えるわけではなかったから、一度にわずかな複製しかできない「手作り」製品であり、たいていの場合、売り物ではなかった。つまり、あくまでも自分や親しい友人知人のために自分で作 たコピーが非商業ベースで流布した であり、まさしく草の根的な文化的行為だったのである。三．フォークロアとしての弾き語り　
ソ連時代の弾き語り詩人たちはそれぞれが独創的で多様
だったため、ひとつのグループを成し り集団で行動したりすることはほとんどなかった。とはいえ、総体と て彼らの作品やパフォーマンスには、時代の刻印と 呼べ ような特徴が認められ 。それはどのようなものか。　
先にも述べたとおり、彼らのパフォーマンスでは、音楽的要
素よりも詩的な内容が優先され、何よりも作者 る詩人の私的な世界観や個性が重んじられていた。それまで共産主義イデオロギーや戦争プロパガンダで「私たち」という複数形で語られていた自己が、個人の愛や喜び、哀しみ 憂い、孤独を 表現することのできる、どこまでも私的な単数形の「私」 して表されることに ったのである。戦争と粛清で疲弊しきっていた人々にとって、それは、たとえささやか あっても けがえのない「私」の世界を肯定していい だという「承認」を意味したであろうし、また集団主義に対する密やかながらもしたた
かな抵抗でもあったろう。　
一九五六年のフルシチョフ共産党書記長による「スターリ
ン批判」をきっかけに、ソ連社会には「自由」の予感、 「希望」の予兆が共有されるよう なるととも 、 「私」の自由と希望を願い、 「私」の私生活や心情を吐露する吟遊詩人たちが熱狂的に歓迎されたのだ。彼らの歌う詩の多くが、大上段に構えた「国のため」 「正義のため」という大げさな理念ではなく、あくまでも個人としての倫理、人間としての気高さを称揚したことは、まさに時代の要請、人々の心からの切 願いだったといえるだろう。　
弾き語り詩のアンソロジーに解説を寄せているロラン・シー

































その意味で歌は、作られたものを経験するもので なく、雰囲気を醸成するものである。歌い手のものではなく民衆や社会のものであるという雰囲気 醸成した である。私たちは、
二十













































いた「別れのディナー」の最後の部分である。ロマンティックな三角関係と失恋をモチ フとしながら、 「私たち」のような放浪芸人には「波止場＝安住の地」はないと自らの運命を嘆く。亡命者の心境を代弁するとともに、半ば自分に言い聞かせているような痛々しいフレーズである。内容もあいまってその独特な歌い方、謎めいた雰囲気が聴衆を虜 した。　
おそらく、雪どけ以後のバルドたちの中でヴェルチンスキー














弾き語りを始めたと 、ヴェルチンスキーの活動を継承したという気持ちと逆 その影響から脱 たいという気持ちが両方あったとしても不思議ではな ろう。　
先に述べたとおり、雪どけ期のバルドたちは、ギターの弾
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スターリンの粛清の犠牲となって銃殺され、母は連座したとの理由で長く強
ラーゲリ制収容所生活を余儀なくされた。彼は弾き語りを
する一方、一九六〇年代半ばから、 「異分子」への迫害をやめて人権を尊重するよう要求する当局宛の声明に署名するなど、人権擁護活動も行っていたが、ソ連のチェコへの軍事介入以後、教師の職も辞さざ をえなくな とともに、嘲笑的・アイロニカルな「反ソ的」な歌を歌うことも禁止された。仕方なくキムは「ユーリイ・ミハイロフ」というペンネームを用いて戯曲やシナリオを書いて糊口をしのぐよ にな 。　六．反権力と気高さ　
七弦ギターで弾き語りをしていたガーリチは、先に触れたよ







ぼくが帰るとき…笑わないでおくれ、ぼくが帰るとき、地に足をつけずに二月の雪の上を走るとき、かすかに見える跡をたどって暖かいねぐらへ幸せのあまり身震 し、鳥のようなきみの呼び声に振り向くだろう。ぼくが帰るとき。ああ、ぼくが帰るとき…。　（略）ぼくが帰るとき、二月にナイチンゲールが鳴 だろう。あの古いモチーフ、昔の、忘れられた古くさいモチーフで。ぼくは倒れる自分の勝利に打ち負かされ、頭をきみの膝に当てるだろう 波止場にするように！
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ゲリに入れられていた。 「人民の敵」の子というレッテルのもとでスターリン時代を生きるのはどれほど辛かっただろう。同じような理不尽で強大な鉄拳に喘いで た人々に向かっ オクジャワが語りかけたこと、それは何よりも「人間らしさ」を失わずにいようということだった。控えめでそっと囁くような
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歳しか年の違いが 。ふたりは、同じ世代の人間 して、同じ時代精神を共有し体現した。鉄のカーテン ベルリンの壁の東側と西側で、反戦と反権力 歌いあげ 多くの人々の支持を得たのだ。正反対のように思われていた東西陣営で それぞれ熱狂的な人気を勝ち得ていた音楽。世界は連動して のである。　
二十世紀後半、雪どけ以後のロシアでは、ヴィソツキーを含
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